
ANNYYSについて必ずお読みください。 

1. ダウンロードできるデータの概要とライセンス 
2. コンピュータの画面サイズについて 
3. サンプルデータに関して 
4. ANNYYSの情報収集に関して 

 

１．【ANNYYS_Base】は、電子カルテを作成する上で必要な情報（診療行為コードや病名マス

タなど）を含み、ごく簡単な仕様の患者情報管理や電子カルテ機能を備えたANNYYSの基盤的

なフリーウエアです。実際に利用するユーザーのカスタマイズを前提に配布されています。 

【その他のダウンロードできるデータ全般】は、ANNYYSに参加するもしくはその他の有志の

方の善意によるデータとして取り扱っています。 

これら詳細な情報などはwww.annyys.netをみるか、同サイトからメーリングリストに参加

して情報を得るようにしてください。またこれらデータを扱うことによっての一切の責任は

問えませんのでANNYYSに関するソフトウエアライセンスを同意の上、個人の責任においてご

利用頂けますようお願い申し上げます。 

 

 なを、本データを利用するにはあらかじめ”ＦｉｌｅＭａｋｅｒＰｒｏ”がインスト

ールされている必要があります。もし、製品版をお持ちで無い場合は 

ファイルメーカ社（http://www.filemaker.co.jp）より評価版（一部制限あり）がダウンロ

ードできますのでそちらをご利用ください。 

  

ANNYYSに関するソフトウエアライセンスはＧＰＬに準拠しています。 

本製品に関しては、www.annyys.net にある利用規約に同意しているものとみなします。 

x ＡＮＮＹＹＳ使用に関する（ＧＰＬライセンス）を簡潔に説明すると以下のようにな

ります。  

1. 誰でも自由に実行してよいです。 
2. 誰でも自由に複製してよいです。 
3. 誰でも自由に改変してよいです。 
4. 改変したものを誰でも自由に頒布してよいです。 
ただし、その際には頒布を受けた者に対し同様に1から4の許可を与えなけれ

ばいけません。  

5. さらに、使用した結果、ANNYYSの誤動作によるいかなる損害特に診療上の損害
が発生した場合も、全て、使用される個人の自己責任であることをご理解の上

ご利用ください。  

6. 本サイト（もしくは関連するサイト）においてダウンロードするデータやサイ
ト内に記載された内容に関して、あらかじめ警告やライセンスに関する注意書

きなどが無くても、その対象者は1から5の項目に同意しているものとみなし

ます。  



2. 画面サイズは以下のサイズ以上を推奨します。 
●モニタ解像度 １２８０×１０２４ 以上 

※少し前のパソコンや

ノートブックではこの

サイズで画面表示がで

きない場合もあります

ので、ご注意ください。

新しくパソコンを購入

される場合にもこの点

にご注意ください。（ハ

ードウエアスペックに

関しては記載しませ

ん：最新のものをご選択

してください） 

 

3. サンプルデータに関して。 
ダウンロードしたANNYYS_Baseには患者情報や保険情報などは一切はいっていませんが、

最初使い方などを調べるにあたって、サンプルデータがあったほうが良い場合があります。 

その場合”Temp”というフォルダにサンプル情報がありますので、それらをインポートし

てご利用ください。 

① DB_M7.fp7を表示させます。 

② レイアウトを“tbl_ptinf”に変更する。 

③ ファイル＞レコードのインポート＞ファイルを選択 

④ “Temp” フォルダを選択し、ファイル種類を”Mergeファイル”にする 

⑤ データ” tbl_ptinf.mer”を選び、開くを選択 

⑥ 表示されたインポート設定を確認してインポートする。 

1. インポート先：②で指定したテーブル名になっている 
2. 文字セット：日本語（Ｓｈｉｆｔ＿Ｊｉｓ）になっている 
3. 配置順：照合名順になっている 

※ ②～⑥を以下のテーブルに対して実行してください。 

¾ tbl_ptinf.mer 患者情報（上の例で実行済み） 

¾ tbl_pthkninf.mer 患者保険情報サンプル 
¾ tbl_ptkohinf.mer 患者公費情報サンプル 
¾ tbl_inputset.mer 診療セットサンプル 

4. なを、ANNYYS全般に関する情報はwww.annyys.net内の情報では不十分な場合もあります。
また、メーリングリストに参加しても閲覧だけでは知りたい情報が得られない場合が多い

でしょう。情報を得るにはメーリングリストに積極的な投稿をし、コミュニティメンバー

の誰かから情報を得るのが現状では一番早い方法だと思われます。 


